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2023 年 11 ⽉ 7 ⽇（⽕） ⼤阪府守⼝市  

テーマ 「幼児教育・保育の無償化」  

○⼈⼝ １４１，６０７⼈ 

○世帯数 ７３，６０３世帯 

○⾯積 １２．７１㎢ 

○⼀般会計当初予算額(令和５年度)  

 ６８１億円 

○位置・特徴 

⼤阪平野のほぼ中央部、淀川の左岸に位置し、⼤
阪市、⾨真市、寝屋川市に接する平坦地。 

パナソニックなどをはじめ多くの関連⼯場が集積
する産業都市。 

  

初⽇は「幼児教育・保育の無償化」をテーマに⼤阪府守⼝市を視察。 

京阪線守⼝市駅前に市⺠体育館と⽂化会館があり市役所も駅から徒歩５分ほどにある。２０
１６年旧三洋電機本社ビルの建物と⼟地を約４８億円で取得、約１０億円をかけて改修し市
役所新庁舎として活⽤している。地上１０階建ての本館と２階建ての別館で構成。保険課や
⽣活福祉課、⼦育て⽀援課やパスポートコーナーなどの窓⼝部⾨を本館１〜３階に集約し市
⺠が利⽤しやすいように配慮されている。 

所管事務調査のテーマは「幼児教育・保育の無償化」である。 

守⼝市でも少⼦・⾼齢化は加速し税収も頭打ちであり、将来を⾒据えて⼦育て世帯に優しい
まちづくりで市⺠の定住を促進するために国に先駆けて 2017 年（平成 29 年）幼児教育・
保育の無償化へと舵を切ることになった。 

特筆すべきは、対象年齢は 0歳から 5歳児（未就学児）で所得制限もないこと、市⺠であれ
ば他市の施設を利⽤する場合も対象になっていることである。 

これにより就学前⼈⼝（0歳から 5歳児）と⼦育て世代 20歳代の⼈⼝が着実に増加してい
ことから幼児教育・保育環境の充実が求められており、様々な保育環境の充実を図る取り組
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みの⼀つとして新卒採⽤の保育教諭等に採⽤法⼈と協働し年間最⼤ 40万円の⽀給等も⾏っ
ている。 

⽬に⾒える形で⼀定の効果を挙げているものの、⼤きな課題は「定住」とのこと。⼩学校へ
⼊学する時に他市へと転出していく家庭も⼀定数あるとのお話があった。これは既に狭いエ
リアに住宅が密集しており⼤規模な開発が難しいこと、守⼝市に住み続ける決定打がないこ
とで通勤・通学により便利な他市へと転居してしまうとのこと。次の⼀⼿をどうするか試⾏
錯誤が続いているようである。 

「幼児教育・保育の無償化」と「移住・定住」は密接な関係がある。近隣市町村とパイを奪
い合うのではなく広域連携も模索することも必要だと思っている。全国各地で同じような施
策があるため強烈な個性がない限り選ばられる町になるのは難しいと推測される。本市にお
いても「秦野でなければいけない理由」を真剣に考えていく必要がるのではないだろうか。 

【参考となる URL】 

第 6 次守⼝市総合基本計画 
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2023 年 11 ⽉ 8 ⽇（⽔） 岐⾩県⼤垣市  

テーマ 「⼦育て施策」  

○⼈⼝ １５８，３１８⼈ 

○世帯数 ６９，３５１世帯 

○⾯積 ２０６．６㎢ 

○当初予算額(令和５年度)  

 ６１９億５０００万円 

○位置・特徴 

東京と⼤阪の間に、また名古屋のすぐ北⻄に位置
しており、⼤都市へのアクセスが容易。古くから
東⻄交通の要所として歴史的にも重要な機能を果
たしてきた。 

 

2 ⽇⽬は、「⼦育て施策」をテーマに岐⾩県⼤垣市を視察。 

関ヶ原の戦いの舞台でもある⼤垣城を構える⼤垣市に旧墨俣町、滋賀県境の⼭間部に位置す
る旧上⽯津町が 2006 年に合併、全国的にも珍しい⼆重⾶び地の⾃治体である。本市と同様
に町のいたるところで湧⽔スポットが⾒られる。 

「⼦育て⽇本⼀をめざす街」を掲げて様々な事業を⾏っており「住みよさランキング岐⾩県
内第１位」にもなっていることは注⽬に値する。 

⼤垣城郭内にある公園では、⼤きな遊具が置かれ数組の親⼦が楽しそうに遊ぶ姿を⾒ること
ができた。芝⽣広場もあって休⽇は賑わう公園では⼀般的な公園ではお⽬にかかることのな
い遊具が置かれていた。 

「毎⽇、⾃由に使えます」と書かれた看板があり実際に道具を⼿にして楽しそうに遊ぶ親⼦
にお話をうかがってみた。 

「⼤垣は⼦育てしやすい環境ですか？」 

「そうですね。引っ越して来たんですけど⼦育てしやすいと思います」 

聞けば福岡から家族の転勤で⼤垣へやって来たとのこと、砂遊びもできて芝⽣ゾーンもある
プレーパークの役割も⼤きいとのこと。 
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本市にもペコちゃん公園やおおね公園などがあるがプレーパークとしての機能はないので⼤
いにヒントになるのではないかと思う。 

さらに、 

「⾞がないと⽣活しづらい地域ですが、これがあるので助かります」 

「上限はありますけど、かなりの枚数を活⽤できるのは嬉しいです」 

と「親⼦バスチケット」に関するお話があった。 

⼩学校 6 年⽣以下のお⼦さんと⼀緒に路線バスで市内を移動した場合、親⼦等の運賃が無料
になるとのこと。（妊娠中の⽅も対象） 

本市においても神奈中バスとの協働で親⼦バスチケットを導⼊したらいいのではないかと思
うがどうだろうか。 

さらにご紹介いただいたのが⼤垣駅前にある⼦育て⽀援センターである。 

「キッズピアおおがき交流サロン」では⼦育てイベント、おしゃべり会、相談など多くの充
実した企画がある。⼦育てアドバイザーさん常駐、気軽に相談ができる体制も整っている。
⼦育て世代の皆さんにとっては⼼強い存在となっているであろう。 

⼤垣市役所では「⼦育て施策について」お話をうかがった。市の概要から始まり、幼児教育
、地域⼦育て⽀援拠点、発達⽀援などが話題に上った。 

「⼦育て⽇本⼀」に向けた様々な施策についても詳しい説明を受けながら驚いたのは「⼦育
て⽀援条例」があることである。 

条例に基づいた独⾃施策（以下）が充実しており、⼦育て世代に優しい⾃治体であることが
容易に理解できる。 

○エンゼルサポーター 

○家庭訪問型⼦育て⽀援ホームスタート 

○親⼦バス利⽤⽀援 

○多胎家庭おでかけアシストタクシー 

○出産祝い⾦の⽀給 

○こども医療費の助成（⾼校⽣世代まで対象を拡⼤） 

○養育費⼿続き⽀援 

○⽔都っ⼦ウィーク 

 



秦野市議会⽂教福祉常任委員会 所管事務調査報告 桑原昌之 
 

とても充実した内容に圧倒されつつ、本市において⼦育て施策に⼤幅な予算を投じるにはど
のようにすればよいのか検討してみたいと思った。 

 

【参考リンク】 

「子育て支援条例」 

 令 和 5 年 度  ⽔都っ⼦ PDF データ： sui tokkoal l .pdf  サイズ： 7.69MB)  
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2023 年 11 ⽉ 9 ⽇（⽊） 愛知県刈⾕市  

テーマ 「⼩中学校体育館空調設備整備事業」  

○⼈⼝ １５２，９７２⼈ 

○世帯数 ６９，１１５世帯 

○⾯積 ５０．４５㎢ 

○⼀般会計当初予算額(令和５年度)  

 ６３３億６０００万円 

○位置・特徴 

愛知県のほぼ中央に位置し、⻄三河平野⻄
部にある。市の中央部には最先端技術を駆
使した⾃動⾞関連産業の⼯場が並び、活気
にあふれている。 

3 ⽇⽬は「⼩中学校体育館空調設備整備事業」をテーマに愛知県刈⾕市へ。 

刈⾕市はトヨタ⾃動⾞関連会社が軒を連ね、まだまだ発展し続けている⾃治体である。 

視察した⼩学校も児童が増え令和２年度に校舎を増築しており周辺でもマンションなど住宅
建設が進んでいる。 

⼩中学校の体育館に空調設備を設置する意義は⼤きく 2つある。 

まずは「児童⽣徒の教育環境の充実」である。 

近年の⾼温が続く６⽉から９⽉の学校現場では熱中症リスクに最⼤限の警戒をしている。刈
⾕市においても暑い⽇は体育の授業や外遊びを制限するなどの対策を講じてきたとのこと。
また、冬場の寒い⽇には集会活動などにも⽀障をきたすことがあった。 

これまで国の交付⾦制度なども活⽤して校舎には冷暖房が設置されてきたが体育館で空調設
備を⽬にすることは珍しい。夏は涼しく、冬は暖かいのであれば体育の授業など、学校⾏事
や部活動など、⽇頃の教育活動も安⼼して実施できる。さらに地域のスポーツ団体や⾃治会
などが利⽤する時にも有益である。 

そして、「避難所機能の充実」である。 

地震や⾵⽔害など災害発⽣時に⾃主電源機能をもつ体育館が地域にあることは市⺠の⽣命を
守るという観点からとても重要なことである。 
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刈⾕市は都市ガス、プロパンガス併⽤の GHP⽅式を採⽤しており、災害発⽣時に都市ガス
の供給がなくてもプロパンガスの運転に切り替えられるにしている。さらに電源⾃⽴型の室
外機が設定され、停電時も体育館のトイレなど⼀部の照明を継続して利⽤できる点も安⼼で
ある。 

整備事業費は令和 4 年度実績では 710,516千円（内訳 学校施設環境改善交付⾦ 93,984千
円、市債 611,900千円）とのこと。設置後も維持管理が必要であり、燃料費などコストがか
かかるのが難点であるとのこと。 

多くの⾃治体では校舎なども耐⽤年数からして建て替えや補修も必要となるため未来を⾒据
えた予算配分が求められる。本市に置いても即導⼊できたらありがたいが、今後の⼈⼝動態
や学校統廃合など多くの条件を加味しながら多⾓的な検討が必要になると思う。 

 

【参考リンク】 

事業名事業の内容予算額(千円) - 刈⾕市 

空調（冷房）設備設置状況 （⼩中学校）- ⽂部科学省 
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まとめ  

 今回の所管事務調査では⼤阪府守⼝市、岐⾩県⼤垣市、愛知県刈⾕市を視察。それぞれの
町の成り⽴ち、地域の歴史、⽂化、伝統、産業、暮らしなど様々な視点を踏まえながら「幼
児教育・保育の無償化」「⼦育て施策」「⼩中学校体育館空調設備整備事業」について考え
る、本市の未来を創造するにあたり⼤いに参考となることばかりであった。 

 しかし、それぞれの⾃治体には個々に多くの課題を抱えていることもあり、そのまま導⼊
を試みても失策へとつながりかねないので慎重な議論が必要である。また、各事業が単発で
はなく、他の事業と間接的に繋がっていることも意識し、多くの点を線に繋げ⾯としながら
重層的な施策を⼤胆に講ずる必要性を感じたところである。 

 各委員、議会局の皆様、そして対応してくださった各市の皆様に感謝いたします。 


